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三沢市移動等円滑促進協議会 会議録 

会議名称 令和元年度 第３回三沢市移動等円滑促進協議会 

開催日時 令和２年３月２３日（月）１４時００分～１４時４５分 

場  所 三沢市役所本館４階 大会議室 

出 席 者 

会 長 安部 信行 副会長 河村 一典 委 員 中岫 優介 

委 員 小向 香織 委 員 林  光利 委 員 加賀 精二 

委 員 向中野 貢 委 員 宮古 直志 委 員 立崎 裕輔 

委 員 門上 芳彦 委 員 藤田 光彦 委 員 荒関 保 

委 員 石黒 健次 委 員 奈良 浩明 委 員 宝田 喜章 

委 員 山本 剛志 委 員 田面木 るり子 委 員 澤田 潤 

事務局 
三沢市：新堂参事兼課長、根岸副参事兼課長補佐、和田係長、中村主査 

株式会社ケー・シー・エス：牧野、新宮 

会議次第 

１ 開    会 

２ 会長挨拶 

３ 議    事 

（１）案件１「三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）

素案について」 

（２）今後のスケジュールについて 

４ 閉    会 

会議の経過及び審議結果（概要） 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事 

（１）案件１「三沢市バリアフリーマスタープラン（移動等円滑化促進方針）素案について」 

・案件１の資料に基づき事務局より説明。 

 

＜主な意見＞ 

宝田委員： 

・届け出が必要とする施設及び経路については、図面に示されている生活関連経路・生活関連施

設で良いか。 

・総合社会福祉センターからスカイプラザまでの経路が遠回りとなっている印象であり、警察署

を含めるのであれば、この経路で良いと思うが、短縮することも考えられるのではないか。 
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事務局： 

・歩行経路の設定にあたって、目標施設は公共施設がメインとなるため、高齢者・障がい者の方

等は幅員が大きい道路を通行すると考えている。 

石黒委員： 

・三沢空港の利用者としては公共交通を利用している方は少なく、ほとんどが自家用車での移動

となっているが、公共交通で結ぶ必要があるのか。 

・また、いつまでに何を実施していくのかなどの具体的な期間を検討しているのか。 

事務局： 

・三沢空港は空の玄関口として地域の重要な公共交通の役割を担っており、利用者にとって多様

な交通手段を想定して設定することが必要だと考えている。そのため、三沢空港は駐車場も含

め、生活関連施設としてバリアフリー化を推進していきたいと考えている。 

・心のバリアフリーを一番に最初に掲げており、ハードのバリアがなくなればそれで終わりとい

う解釈ではない。 

・事業の取り組みついては、予算等の問題も踏まえた上で、共生社会の実現のために、まずは心

のバリアフリー、その後に施設を備えることを目指すことを考え、具体的な期間を示していな

い。 

藤田委員： 

・P.15の道路環境のうち、歩道上の誘導ブロックについての記載があるが、まち歩き点検の中で

「誘導ブロック上を歩かない」という意見があったが、そのあたりの考えはどうか。 

事務局： 

・確かに指摘があったが、一方では誘導ブロックを必要とする障がい者の方もいると考えている

ので誘導ブロックについては適切に整備を図っていきたい。 

会長： 

・補足となるが、様々な障がいがあり、弱視の方に対しての色彩の問題もあるので、その点も含

めて検討頂きたい。 

事務局： 

・施設の改修や新設の際は色彩についても配慮するよう検討していきたい。 

向中野委員： 

・UDタクシーの推進とあるが、事業者が努力することになるのか、それとも市として補助など

を考えているのか。 

・また、乗務員の教育等について、行政が主体で考えているのか。 

事務局： 

・UDタクシーについては国の制度等の利用について検討が必要と考えている。 

・社員教育については、ユニバーサルマナーを実施した際には交通事業者の方を対象に行ったこ

とがあるので、機会があればまた実施することを考えていきたい。 

会長： 

・P.15道路環境について、歩道上の看板や自転車などが歩行者の妨げとならないように配慮して

もらうことは心のバリアフリーに繋がるものとなると思うので、市民にも協力してもらう工夫

について検討していただきたい。 
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事務局： 

・そのように検討したいと思う。 

 

４ 今後のスケジュールについて 

・パブリックコメント等について事務局より説明。 

 

 

４ 閉会 
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（参考）会議状況写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


